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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期
第２四半期
連結累計期間

第63期
第２四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日

自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日

自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日

売上高 (百万円) 8,888 10,613 25,617

経常損失（△） (百万円) △339 △91 △210

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

(百万円) △330 199 2,071

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △330 198 2,071

純資産額 (百万円) 4,357 6,957 6,759

総資産額 (百万円) 15,043 15,914 18,230

１株当たり四半期（当期）純利益金額
(△)又は四半期純損失金額(△)

(円) △4.26 2.57 26.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.0 43.7 37.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,869 △261 1,999

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △18 △26 △32

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △797 △111 △907

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 4,606 4,213 4,612

　

回次
第62期
第２四半期
連結会計期間

第63期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日

自 平成23年７月１日
至 平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は四半
期純損失金額(△)

(円) △1.09 4.27

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載していない。

４．第62期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理している。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありま

せん。

なお、当第２四半期連結累計期間において、民間設備投資の抑制や公共投資の縮減、引き続く受注価額

競争等により、営業損失が発生しております。

これにより、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は

状況が存在しています。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの

であります。

（1）業績の状況

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興の兆しが見え始めているも

のの、電力の供給不足や環境汚染の問題、円高や株価低迷による企業収益への影響や引き続く厳しい雇用

情勢・所得環境など、景気の先行きは未だ不透明なまま推移しております。

　建設業界におきましては、民間設備投資の抑制や公共投資の縮減等により、依然として厳しい環境とな

りました。

　当社グループはこのような状況下、経営資源を集中し受注と利益の向上に全力で取組んで参りました。

この結果、受注高は、土木関連の受注は増加したものの、建築関連の受注が民間工事で大幅に落ち込ん

だこと等により、前年同四半期に比べ22億4千6百万円減少し115億1千1百万円（前年同四半期比16.3％

減）となりました。

売上高は、前年同四半期に比べ17億2千5百万円増加し106億1千3百万円（前年同四半期比19.4％増）と

なりました。

営業損益等は、工事原価の圧縮や販売費及び一般管理費の削減努力の継続により改善されてはいるも

のの、営業損失は8千5百万円（前年同四半期は営業損失3億4千万円）、経常損失は9千1百万円（前年同四

半期は経常損失3億3千9百万円）となりました。

四半期純損益は、厚生年金基金の解散に伴う最低責任準備金が変動した結果、今後当社が負担する確定

拠出年金等への拠出額が減少したため、「最低責任準備金精算に伴う影響額」3億1千5百万円を特別利益

に計上したこと等により、1億9千9百万円（前年同四半期は四半期純損失3億3千万円）の四半期純利益と

なりました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

土木関連の受注高は、前年同四半期に比べ12億5千2百万円増加し38億9千9百万円（前年同四半期比

47.3％増）となりました。売上高は、前年同四半期に比べ5千8百万円減少し31億9千2百万円（前年同四半

期比1.8％減）となり、売上総利益は、前年同四半期に比べ6千万円増加し2億1千6百万円（前年同四半期

比38.6％増）となりました。

建築関連の受注高は、前年同四半期に比べ34億9千9百万円減少し76億1千1百万円（前年同四半期比

31.5％減）となりました。売上高は、前年同四半期に比べ17億8千3百万円増加し74億2千1百万円（前年同

四半期比31.6％増）となり、売上総利益は、前年同四半期に比べ1億2千6百万円増加し3億1千7百万円（前

年同四半期比65.9％増）となりました。

　

（2）財政状態の分析

当第2四半期連結累計期間末の総資産は、受取手形・完成工事未収入金（16億3百万円）の減少等によ

り、前連結会計年度末に比べ23億1千5百万円減少し159億1千4百万円（前期比12.7％減）となりました。

負債総額は、支払手形・工事未払金（21億7千8百万円）や長期未払金（2億2千2百万円）の減少等によ

り、前連結会計年度末に比べ25億1千4百万円減少し89億5千6百万円（前期比21.9％減）となりました。

純資産は、四半期純利益1億9千9百万円を計上したこと等により、前連結会計年度末に比べ1億9千8百万円

増加し69億5千7百万円（前期比2.9％増）となりました。

自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ6.6ポイント増加し43.7％となりました。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結累計期間末における「現金及び現金同等物の四半期末残高」は、前連結会計年度末に

比べ3億9千9百万円減少し42億1千3百万円（前期比8.7％減）となりました。

各キャッシュ・フローの状況等につきましては次のとおりです。

[営業活動によるキャッシュ・フロー]

営業活動の結果使用した資金は、2億6千1百万円（前年同四半期は18億6千9百万円の獲得）となりまし

た。

収入の主な内訳は、売上債権の減少16億3百万円であり、支出の主な内訳は、仕入債務の減少23億7千5百

万円であります。

[投資活動によるキャッシュ・フロー]

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べ8百万円増加し2千6百万円（前年同四半期比

45.1％増）となりました。

これは、主に有形固定資産の取得等によるものであります。

[財務活動によるキャッシュ・フロー]

財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べ6億8千5百万円減少し1億1千1百万円（前年同四

半期比86.0％減）となりました。

これは、主に短期及び長期の借入金返済によるものであります。
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（4）事業等のリスクに記載した重要事象等についての対応策等

「１事業等のリスク」に記載のとおり、当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前

提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しています。

当社グループは、この状況を解消すべく「中期経営計画」に掲げた以下の施策を平成23年３月期にお

いて実行いたしました。今後も施策1の「受注競争力の強化を図る」、施策2の「最大限のコスト削減によ

る施工利益の確保」を継続して行い、業績の向上に努力してまいります。

1.受注プロセスの再構築により受注競争力の強化を図る。

2.施工管理体制の見直しと最大限のコスト削減により施工利益を確保する。

3.組織の人的合理化等を進めるとともに、優位性のある地域へ経営資源を集約する。

4.厚生年金基金を解散し、資産運用の価格変動リスク等を軽減する。

また、資金面につきましては、資金余力を有しているとともに、メイン銀行を始め取引金融機関と良好

な関係を維持しております。

従いまして、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に関する重要な不確実性はないものと認識

しております。

　

（5）今後の見通し

建設業界におきましては、震災の復旧・復興に伴う建設需要が見込まれるものの、民間設備投資意欲の

減退による抑制姿勢が継続し、価格競争が激化するなど、今後も厳しい受注環境が続くものと予測されま

す。

当社グループは、直面する厳しい事業環境に打ち勝ち、安定した利益が確保できる企業体質を再構築

し、技術と品質の強化を推進するとともに、顧客の更なる満足に応える企業を目指して、全社を挙げて

「中期経営計画」の確実な遂行に取り組んでまいります。

　

（6）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（7）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費は軽微です。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 250,000,000

計 250,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 77,606,16677,606,166
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株である。

計 77,606,16677,606,166― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項なし。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項なし。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項なし。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年９月30日 ─ 77,606 ─ 1,886 ─ 1,940
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社群馬銀行
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

前橋市元総社町194番地
（東京都中央区晴海一丁目８番12号）

3,185 4.10

佐田建設従業員持株会 前橋市元総社町一丁目１番地の７ 2,878 3.70

佐田建設伸佐会持株会 前橋市元総社町一丁目１番地の７ 1,756 2.26

株式会社ヤマト 前橋市古市町118番地 1,611 2.07

東京石灰工業株式会社 東京都中央区日本橋茅場町二丁目2番１号 1,300 1.67

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番10号 1,278 1.64

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号 1,256 1.61

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目9番1号 1,072 1.38

株式会社ヤマダ電機 高崎市栄町１番１号 1,000 1.28

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町一丁目4番 977 1.25

計 ― 16,314 21.02

(注)所有株式数は千株未満を切捨て表示している。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式 　　47,000

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 77,318,00077,318 同上

単元未満株式 普通株式  　241,166 ― 同上

発行済株式総数 77,606,166 ― ―

総株主の議決権 ― 77,318 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式715株が含まれている。

　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式
数の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
当　社

前橋市元総社町一丁目1番
地の7

47,000 ─ 47,000 0.06

計 ― 47,000 ─ 47,000 0.06

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載

している。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。

　

EDINET提出書類

佐田建設株式会社(E00121)

四半期報告書

10/22



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,692 4,293

受取手形・完成工事未収入金 ※1
 7,786

※1
 6,183

未成工事支出金 14 88

材料貯蔵品 107 99

その他 795 443

貸倒引当金 △10 △9

流動資産合計 13,386 11,099

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,486 1,450

土地 2,847 2,847

その他（純額） 150 157

有形固定資産合計 4,484 4,455

無形固定資産 39 39

投資その他の資産

投資有価証券 253 251

破産更生債権等 1,655 1,625

その他 67 68

貸倒引当金 △1,655 △1,625

投資その他の資産合計 320 320

固定資産合計 4,844 4,815

資産合計 18,230 15,914

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 6,800 4,621

短期借入金 1,118 1,093

未成工事受入金 892 1,018

完成工事補償引当金 3 2

賞与引当金 56 73

工事損失引当金 － 3

債務保証損失引当金 143 140

その他 636 463

流動負債合計 9,650 7,417

固定負債

長期借入金 80 －

長期未払金 975 753

繰延税金負債 49 48

再評価に係る繰延税金負債 588 588

退職給付引当金 84 87

その他 42 61

固定負債合計 1,820 1,539

負債合計 11,470 8,956
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,886 1,886

資本剰余金 2,048 2,048

利益剰余金 2,010 2,209

自己株式 △3 △3

株主資本合計 5,941 6,140

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 △0

土地再評価差額金 817 817

その他の包括利益累計額合計 818 817

純資産合計 6,759 6,957

負債純資産合計 18,230 15,914
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 ※1
 8,888

※1
 10,613

売上原価 8,541 10,080

売上総利益 346 533

販売費及び一般管理費 ※2
 687

※2
 618

営業損失（△） △340 △85

営業外収益

受取利息及び配当金 1 1

貸倒引当金戻入額 － 2

還付加算金 7 －

保険配当金 3 －

その他 5 5

営業外収益合計 19 9

営業外費用

支払利息 16 14

支払手数料 1 1

その他 0 －

営業外費用合計 17 16

経常損失（△） △339 △91

特別利益

固定資産売却益 － 2

最低責任準備金精算に伴う影響額 － ※3
 315

貸倒引当金戻入額 22 6

債務保証損失引当金戻入額 3 1

特別利益合計 25 325

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△314 234

法人税、住民税及び事業税 15 34

法人税等合計 15 34

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△330 199

四半期純利益又は四半期純損失（△） △330 199

EDINET提出書類

佐田建設株式会社(E00121)

四半期報告書

13/22



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△330 199

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 △0

その他の包括利益合計 △0 △0

四半期包括利益 △330 198

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △330 198
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△314 234

減価償却費 66 59

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,006 △31

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △13 16

工事損失引当金の増減額（△は減少） △14 3

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △3 △3

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △23 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 276 3

破産更生債権等の増減額（△は増加） 4,992 30

受取利息及び受取配当金 △1 △1

支払利息 16 14

売上債権の増減額（△は増加） 2,957 1,603

未成工事支出金の増減額（△は増加） △262 △74

たな卸資産の増減額（△は増加） 2 7

仕入債務の増減額（△は減少） △1,481 △2,375

未成工事受入金の増減額（△は減少） 276 125

その他 454 176

小計 1,922 △211

利息及び配当金の受取額 1 1

利息の支払額 △21 △18

法人税等の支払額 △32 △32

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,869 △261

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △17 △35

有形固定資産の売却による収入 － 11

その他 △0 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △18 △26

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △713 △24

長期借入金の返済による支出 △80 △80

自己株式の取得による支出 △0 △0

その他 △3 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △797 △111

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,054 △399

現金及び現金同等物の期首残高 3,552 4,612

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,606

※1
 4,213
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【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

　

　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）

を適用しております。
　

　（連結納税制度の適用）

第１四半期連結会計期間より、連結納税制度を導入しております。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

１　偶発債務

下記の会社等の銀行借入金について保証している。

医療法人北関東循環器病院
、市川秀一

160百万円

計 160百万円

 
下記の会社のマンション売買契約手付金の返済債務
について保証している。

㈱タカラレーベン 166百万円

計 　166百万円

 

１　偶発債務

下記の会社等の銀行借入金について保証している。

医療法人北関東循環器病院 
、市川秀一

156百万円

計 156百万円

 
下記の会社のマンション売買契約手付金の返済債務
について保証している。

㈱タカラレーベン 312百万円

計 312百万円

 
２　※1手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 2百万円

２　※1手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 3百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

１　※1売上高

　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、契約

により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に

集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３

四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第４

四半期連結会計期間の完成工事高が著しく多くなると

いった季節的変動がある。

１　※1売上高

 
同　左

 
 
 
 
 
 

２　※2販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給与手当 265百万円

退職給付費用 85　〃

減価償却費 49　〃

２　※2販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給与手当 261百万円

退職給付費用 11　〃

減価償却費 43　〃

　 ３　※3最低責任準備金精算に伴う影響額

　最低責任準備金精算時に生じた差額である。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※1 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,686百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △80　〃

現金及び現金同等物 4,606百万円

※1 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,293百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △80　〃

現金及び現金同等物 4,213百万円

　

　

(株主資本等関係)

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
四半期連結損益計
算書計上額（注）

土木関連 建築関連 計

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 3,250 5,637 8,888 8,888 8,888

計 3,250 5,637 8,888 8,888 8,888

セグメント利益 155 191 346 346 346

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しているため、差異調整は行っていない。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項なし。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
四半期連結損益計
算書計上額（注）

土木関連 建築関連 計

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 3,192 7,421 10,613 10,613 10,613

計 3,192 7,421 10,613 10,613 10,613

セグメント利益 216 317 533 533 533

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しているため、差異調整は行っていない。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項なし。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項なし。

　

(１株当たり情報)

　

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）(百万円)

△4円26銭 2円57銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）(百万円)

△330 199

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）(百万円)

△330 199

普通株式の期中平均株式数(株) 77,565,038 77,558,864

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。
　

　
(重要な後発事象)

該当事項なし。
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２ 【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月10日

佐田建設株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉    田    亮    一    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    桂    川    修    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている佐田
建設株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、佐田建設株式会社及び連結子会社の平成23年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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